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２０２２年２月１５日 日本鉄道労働組合連合会 

ＪＲ貨物連合 
第 12 回定期大会・安全ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝを開催 

ＪＲ貨物連合は２月５日、福岡市内において、構成組織の貨物鉄産労・南関東ロジ

スティクス労組・中国ロジスティクス労組・九州ロジスティクス労組からそれぞれ役

員・代議員が参加して第 12 回定期大会を開催し、労使が一体となってコロナ禍によ

る難局を乗り越え、将来に希望が持てる職場環境を構築すべく、次なる１年間に力強

く臨む運動方針を決定した。また、引き続き開催した安全ディスカッションでは、職

場からの報告を受け、課題解決にむけて熱心な討議を行った。 

第 12 回定期大会において、ＪＲ貨物連合の大杉正美会

長（ＪＲ連合副会長・貨物鉄産労委員長）は挨拶で、①

安全の確立、②２０２２春闘、③こくみん共済への契約

移転について所信を述べるとともに、「コロナ禍で労働組

合の重要性が高まった。『ＪＲ貨物グループ長期ビジョン

2030』で会社が掲げる完全民営化にむけ、安全安心な労

働組合への総結集をめざし、積極果敢に組織拡大に取り組もう！」と決意を述べた。 

来賓としてＪＲ連合から荻山市朗会長、政所大祐事務局長、鎗光労働政策部長が参

画し、代表して挨拶に立った荻山会長からは、安全の確立や２０２２春闘、コロナ禍

におけるＪＲ連合の政策・政治活動の取り組み、ＪＲ二島・貨物の経営自立への取り

組みとともに、産別組織・運動の重要性を伝え、「組合員に不安が広がる厳しい時に

こそ労働組合が役割を発揮し、政策実現と組織拡大に奮闘しよう！」と呼び掛けた。 

方針提起の後、５名が質疑に立ちＪＲ貨物

が抱える政策課題や、北海道をはじめとする

地方路線と貨物輸送のあり方、新人事・給与制

度の課題、男女平等参画推進の取り組み等を

発意した。その後、辻村和裕事務局次長（貨物

鉄産労書記長）が総括答弁し、満場一致で新年

度の運動方針を確認して決意を固め合った。 

安全ディスカッションでは、各ロジスティクス労組より、昨年末に山陽本線で発生

した脱線事故を踏まえた偏積解消に向けての取り組み・課題や、休憩なく長時間連続

で作業をしなければならない現場の実態、暗い照明や狭小通路における自転車駐輪

の危険な職場環境の改善の必要性など、現場の具体的な課題が報告・共有された。 

安全の確立にむけて、今後は課題を集約し、ＪＲ連合とも連携のうえ、ＪＲ貨物会

社に改善を求めていくとともに、世話役活動の強化と組織拡大にも最大限取り組む

ことを確認した。 


